








ツ（The Four Courts Buildings）という建物群が内戦の舞台となり、ここにあった公








Irish War, 1919－21年）にある。12世紀のヘンリー 2世（在位1154－89年）の時代に始まっ
たイギリスのアイルランドへの介入は、16世紀の宗教改革を経てヘンリー 8世の時代（在
位1509－47年）以降本格化し、アイルランドは事実上イギリスの植民地となった。その





















































































































由州（The Irish Free State）と名乗ること、北アイルランドには自由州から離脱する
か否かの選択肢を与えること、アイルランド議会議員はイギリス王室への忠誠を誓うこ
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